
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 7 日（木）～13 日（水）の 7 日間、さっぽろ東

急百貨店 9 階催事場で「ほっかいどう海と大地の味まつり」

が開催され、歯舞漁協が歯舞地区マリンビジョン協議会の

PR 事業の一環として参加しました。昨年までは「ほっかい

どう海鮮王国フェスティバル」として開催されていました

が、本年度より海産物の他に畜産物も扱う催事となったた

め改名され、今年で 7 年目の出店となります。 

今回販売したのは、歯舞沿岸地域や沖合海域で漁獲され

た「生干しこまい」、「北海しまえび」、「柳だこ」、「メンメ

一夜干し」、「エイヒレ一夜干し」等の他、「昆布ぽんず」、 

「早煮昆布」といった昆布製品の計 15 品目です。各製品の試食提供を行い、試食された方からは、

「美味しい」と大変好評でした。 

販売品目のうち特に好評だったのは「北海しまえび」で、

終了日を待たずに用意した 60 キロを完売しました。11 日

（4 日目）には、歯舞北海えび漁業部会の消流地視察の一

環として、漁業者自らが売り場に立ってお客様へ積極的に

声を掛け、「歯舞産の北海しまえびが消費者に認知されてい

る」と手応えを感じました。今後も地元のイベントに積極

的に参加し、高鮮度・高品質な「煮えび」生産に取り組ん

でいきたいと思っています。 

 

 

 

発行・編集：歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

歯舞地区マリンビジョン協議会事務局では、地域協働の取組みにより作られた『歯舞地

区マリンビジョン計画(平成 19 年 3 月策定)』の行動計画について、個々の推進状況など、

活動の様子について「歯舞地区マリンビジョンニュース」を発行して、地域の皆様方にお

知らせしています。 
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は ぼ ま い 

「「ほほっっかかいいどどうう海海とと大大地地のの味味ままつつりり」」にに出出店店  

＜賑わう売り場＞

＜北海しまえびを手にとるお客様＞ 

11 月 29 日（土）～12 月 1 日（日）、歯舞漁港愛護会役員 11 名と事務局 1 名の計 12 名によるウトロ

漁港人工地盤視察が実施され、北海道開発局釧路開発建設部根室港湾事務所から 2 名同行頂き、現地では網走

開発建設部 2 名による詳細な説明を受けました。 

ウトロ漁港は全国的にも有数の水産基地であり、さらに近隣の知床国立公園や道の駅に例年約 20 万人もの

観光客が訪れることから、人工地盤整

備により漁業活動の効率化・安全化・

衛生管理はもちろん、観光振興にも寄

与することが期待されています。 

人工地盤整備を進めるにあたって

は、利用者（漁業者・組合・買受人・

観光客等）全ての目線から利用形態を

入念に計画する事が肝要であると感

じ、非常に実のある視察となりました。 

ウウトトロロ漁漁港港人人工工地地盤盤視視察察  

＜視察の様子＞

＜網走開発建設部による説明＞



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都新宿区新宿駅西口地下広場「イベントコーナー」で

開催された「平成 25 年度北方領土隣接地域における物産品

の PR 販売事業」に、歯舞漁協が 12 月 1 日（日）～3 日（火）

の 3 日間参加しました。根室おさかな普及委員会、まるごと

根室、中標津町、標津町、別海町、羅臼漁協と共同での参加

です。 

特に売れ行きの良かった商品は、ネット販売商品のイカの

塩辛、時鮭の真空パック、鮭トバで、年齢層に関係なく販売

が伸び、完売につながりました。 

逆に、昆布製品の購入者は高齢者中心で若者世代にはあま

り売れなかったことから、今後は試食や調理方法の紹介など

により幅広い世代への PR に努めたいと思います。 

3 日間の販売を通じて、首都圏のお客様に直接歯舞の味を

PR することができ、貴重な体験となりました。「はぼまい昆

布しょうゆ」や、「早煮昆布」を実際に購入したことがある方

から「美味しい」との声をいただくこともでき、今後の活動

への大きな励みにもなりました。 

■ 編集･発行・お問い合わせ ■ 
■編集・発行  歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

■お問い合わせ 事務局 担 当：根室市水産経済部水産港湾課水産振興担当 

電 話：0153-23-6111 FAX：0153-24-8692 

光洋中の中学 2 年生 62 人が 11 月 27 日（水）、食育学習

の一環として地元を代表する魚種「さんま」を使った刀汁作

りに挑戦しました。 

生徒たちは、市役所職員による「水産都市ねむろ」につい

て講義を受け、さんまの生態や漁についての知識を深めまし

た。その後の調理実習では、市内 4 漁協の女性部長が講師と

なり、歯舞漁協からは田村栄子部長が指導にあたりました。 

女性部長らは、さんまの簡単なさばき方を生徒たちに伝授。

魚をさばくのは大半の生徒が初めてでしたが、“浜の母ちゃ

ん”の豪快な手さばきに興味津々で、慣れない手つきながら

も積極的に取り組んでいました。さんまをミンチにした後は、

つみれにして昆布でだしを取った汁に入れ、根室名物「刀汁」

の完成です。調理後は全員で試食をし、「おいしい！」と歓声

があがりました。 

「自分でつくる楽しみを知った。家族にふるまいたい」と

話す生徒もおり、地域の食材や食文化を理解するとともに、

地域産業に目を向ける良い機会となりました。 

光光洋洋中中２２年年生生がが「「ささんんまま刀刀汁汁」」作作りりにに挑挑戦戦！！  

東東京京都都  新新宿宿駅駅西西口口地地下下広広場場でで PPRR 販販売売  

＜歯舞のブース＞ 

＜さんまのさばき方の指導を受ける生徒たち＞


